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  ＃ <0.05vs平成23年，＊ <0.05vs平成24年，$<0.05vs平成25年
 7本学短期大学部学生マナーの実態と指導の実際について　
境が影響する項目については実践度が高くなりにくい傾
向が見出された。
これらの調査結果からマナー委員会では，非常勤講師
を含む教職員へ授業開始終了時の挨拶や授業中のマナー
指導における指導方針についての資料を作成し，本学部
学生への共通した指導の徹底を依頼した。これらの取り
組みによって平成25年より講義開始終了時の挨拶，講義
や教室でのマナーが有意に改善してきたと思われる。こ
のことからも，今後の学園マナー改善のためには教職員
の統一的取り組みが重要であることが示唆された。また，
有意ではないが「学内での食べ歩きマナー」については，
実践度が高くなる傾向にあった。これは，学友自治会な
どの学生活動において昼休み中に「食べ歩き」や「食育
館利用」などについての啓発活動が実施されていること
によるものとも考えられる。
さらに優先的課題として取り上げてきた授業中のマ
ナーである「講義や教室でのマナー」「講義開始・終了時
の挨拶」については，学生の実践度が改善している結果
となった。調査結果から学生の学園マナーの必要性や指
導への満足度も高いため，今後も同様に学園マナー指導
を徹底していくことが重要であると思われた。このこと
からマナー指導の時期は，入学時のオリエンテーション
や初年次教育で全学一斉に取り組むとともに，各授業担
当者が授業中のマナーについて学生に周知することが重
要である。その回数は，入学時や校外実習，就職指導等
の機会に学園マナーブックやパワーポイントを用いての
指導を徹底するとともに，毎回の授業において注意を呼
びかけるなどの取り組みが必要である。
前述のように個人レベルでの実践度としては，「授業中
のマナー」も改善傾向にあるが，依然，学生が改善を要
望する項目については「授業・ゼミ中の私語」が37％と
最も高かった。学生一人一人の意識が向上することによ
り改善される可能性もあるが，他者・友人の私語を指摘
できずに，授業に集中できない状況は学習環境の整備と
して教員が取り組むべき課題である。このような視点か
らも学生，教職員が協働してマナー改善に取り組む必要
がある。しかし，現在，大学・短期大学部ともに学園マ
ナーブックは入学時に配付され必携とされてはいるが，
教職員間の具体的指導には大きな差異があるように思わ
れる。マナー指導の実践において，学生，教員，職員の
共通した見解が必要であることが示唆された。
最後に今後の学園マナー指導の方向性として，マナー
委員会，各学科，授業担当者のそれぞれの取り組みを強
化するとともに，学園マナーブックに基づいた統一した
指導に取り組む必要がある。マナー委員会においては，
今後もアンケート等により学生のマナーの状況について
把握し，マナー指導に関する PDCAサイクルによる活動
の評価判定を継続することが重要である。
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